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１
月
１３

日

（金
）
の
朝
、
大
勢
の
生
徒
や
先
生
方
に
見
送
ら
れ
、
７３

名
の
受
験
生
全
員
が
元
気
に
学
校
を
出
発
し
ま
し
た
。
例
年
セ
ン
タ
ー
試

験
前
後
に
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
今
年
は
天
気
周
り
も
よ

く
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
験
会
場
で
あ
る
金
沢
学
院
大
学
へ
到
着
し
、
下
見
を

し
ま
し
た
。
本
校
の
試
験
会
場
は
最
近
６
年
間
ず
っ
と
金
沢
学
院
大
学
な

の
で
引
率
も
勝
手
が
分
か
り
ま
す
し
、
何
よ
り
も
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て
い

て
落
ち
着
い
て
受
験
で
き
る
と
こ
ろ
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
ホ
テ
ル
で
の
夕

食
は
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
食
べ
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
食
べ
、
あ

ま
り
緊
張
し
て
い
な
い
様
子
な
の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
元
気
で
躍
動
感

が
伝
わ
っ
て
く
る
学
年
は
受
験
結
果
も
良 

い
の
で
、
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と 

思
い
ま
す
。 

 

１４

日

（土
）
の
当
日
も
定
刻
通
り
に
ホ 

テ
ル
を
出
発
し
、
９
時
３０
分
か
ら
１
教
科 

目
の
地
歴
公
民
に
臨
み
ま
し
た
。
初
日
は 

そ
の
後
、
国
語
、
英
語
、
リ
ス
ニ
ン
グ
の 

試
験
を
受
験
し
、
１８
時
１０
分
に
終
え
ま
し 

た
。
１５

日

（
日
）
は
理
系
４
科
目
を
受
験 

し
、
午
後
７
時
に
帰
校
し
ま
し
た
。 

 

翌
１６

日

（
月
）
に
は
自
己
採
点
を
行
い
、 

河
合
塾
な
ど
の
受
験
会
社
に
デ
ー
タ
を
送 

付
し
、
リ
サ
ー
チ
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ 

の
集
計
デ
ー
タ
が
１８

日

（水
）
に
は
返
却 

さ
れ
は
じ
め
、
今
回
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の 

概
要
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
左
上
表
は
セ
ン
タ
ー
試
験
の
全
国

平
均
と
本
校
平
均
で
す
。
国
語
、
数
学
、
生
物
で
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
り
、
ま
た
、
他
の
科
目
も
そ
れ
に
近
い
成
績
と
な
り
、
大
健
闘
だ
と
思

い
ま
す
。
今
年
は
全
国
平
均
も
高
め
と
な
っ
て
お
り
、
高
得
点
者
で
も
油

断
す
る
と
手
痛
い
目
に
遭
う

一
方
、
目
標
点
を
取
れ
な
く
て
も
充
分
に
検

討
し
て
出
願
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
栄
冠
を
勝
ち
取
れ
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り

ま
す
。
せ
っ
か
く
３
年
間
頑
張
っ
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
取
っ
た
点
数
を

有
効
に
使
っ
て
結
果
と
し
て
表
れ
る
よ
う
な
出
願
を
し
た
い
も
の
で
す
。

２１

日

（
土
）
、
２２

日

（
日
）
の
三
者
面
談
を
経
て
２３

日

（
月
）
か
ら
２

月
１
日

（
水
）
の
間
に
前
中
後
期
日
程
と
も
出
願
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
１
月
下
旬
よ
り
私
立
大
学
入
試
も
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
後
も
大
変

ハ
ー
ド
な
日
程
が
続
き
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
も
充
分
留
意
し
つ
つ
、

最
後
の
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。 

１
月
１６

日
か
ら
学
校
で
は
後
期
特
編
授
業
を
開
始
し
、
記
述
試
験
対

策
を
行
な
う
な
ど
、
引
き
続
き
受
験
指
導
体
制
を
堅
持
し
、
生
徒
全
員
の

進
路
決
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
か
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま

し
て
も
健
康
面
や
精
神
面
で
支
え
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
良
い
進
路
選

択
が
で
き
る
よ
う
ご
理
解

・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
受

験
に
関
し
て
何
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
進
路
指
導
室
ま
た
は
担
任
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

（飯
田
高
校
℡
０
７
６
８

‐
８
２

‐
０
６
９
３
） 

英語 ﾘｽﾆﾝｸﾞ 国語 数ⅠA 数ⅡB 理科総合 物理

73 73 73 68 67 35 23

122.7 23.5 128.5 75.0 55.7 67.9 62.5

124.2 24.6 118.0 70.0 51.2 65.0 68.0

化学 生物 世史 日史 地理 現社 900点合計

38 43 4 36 29 68 66

62.4 75.0 60.5 68.5 61.0 53.1 586.5

65.1 64.0 61.0 67.9 62.2 52.1 570/584

900点合計は河合塾推計

センター中間発表②（１／２０）

センター中間発表②（１／２０）

項目　＼　科目

本校受験人数

本校平均点

項目　＼　科目

本校受験人数

本校平均点

 

 

 

進
路
指
導
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秀
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昨
年
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
、
生
徒
会
と
吹
奏
楽
部
の
メ
ン
バ

ー
２０
人
が
、
珠
洲
市
内
の
大
型
ス
ー
パ
ー

（
シ
ー
サ
イ
ド
、
浜
岡

ス
ー
パ
ー
、
ム
サ
シ
）
の
店
頭
で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

朝
か
ら
冷
た
い
雪
が
降
る
中
、
生
徒
た
ち
は
寒
さ
を
吹
き
飛
ば

す
く
ら
い
の
大
き
な
声
で
年
末
の
買
い
出
し
に
訪
れ
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

一
人
の
ご
婦
人
が
、
生

徒
の
真
赤
に
な
っ
た
手
に
手
袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
り
、

ま
さ
に
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
に
ふ
さ
わ 

し
い
、
心
温
ま
る
光
景
で
し
た
。 

こ
の
日
だ
け
で
９
１
，
５
４
０
円
も
の 

募
金
が
集
ま
り
、
後
日
ユ
ニ
セ
フ
へ
送
金 

し
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

吹
奏
楽
部
顧
問 

冨
田 

英
子 

吹
奏
楽
部
は
１２

月
２７

日

・
２８

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
鵜
飼
保
育

園
と
飯
田
保
育
所
を
訪
問
し
、
演
奏
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
演
奏
曲
目
は

「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

・
マ
ー
チ
」
に
始

ま
り
、

「さ
ん
ぽ

（と
な
り
の
ト
ト
ロ
）
」

「
そ
れ
行
け
ア
ン

パ
ン
マ
ン
」

「
マ
ル

・
マ
ル

・
モ
リ

・
モ
リ
」
な
ど
、
馴
染
み

の
あ
る
曲
を
中
心
に
、
部
員
全
員
で
園
児
た
ち
を
囲
ん
で
の
ハ

ン
ド
ベ
ル
に
よ
る

「
星
に
願
い
を
」

「き
よ
し
こ
の
夜
」
の
演

奏
も
挟
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
が
飽
き
な
い
よ
う
に
構
成
し
ま
し

た
。 

 

楽
器
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
園
児
た
ち
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
楽
器
を
説
明
し
、
そ
の
音
色
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ト
ロ
ン
ボ

ー
ン
が
グ
リ
ッ
サ
ン
ド

（
一
音

一
音
を
区
切
る
こ
と
な
く
、
隙

間
な
く
滑
ら
せ
る
よ
う
に
流
れ
る
よ
う
に
音
高
を
上
げ
下
げ
す

る
演
奏
技
法
）
で
音
色
を
披
露
し
た
ら
園
児
に
は
大
ウ
ケ
で
、

み
ん
な
大
喜
び
で
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。 

 

演
奏
は
好
評
で
、
嬉
し
い
こ
と
に
ど
ち
ら
の
園
で
も
ア
ン
コ

ー
ル
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
も
ら
っ
た
も
の
の
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
の

用
意
が
な
く
、
同
じ
曲
を
も
う

一
度
演
奏
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

現
在
の
部
員
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の
卒
業
生
が
い
ま
す

が
、
今
回
の
演
奏
を
聴
い
て
く
れ
た
園
児
た
ち
も
き
っ
と
、
何

人
か
が
10
年
後
に
飯
田
高
校
で
吹
奏
楽
を
や

っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

☆感謝状が届きました☆ 

  

  

 

 

吹
奏
楽
部
顧
問 

川
原 

哲
朗 
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春
休
み
に
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
選
抜
大
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
あ
る
北
信
越
高

校
選
抜
大
会
に
、
本
校
か
ら
は
昨
年
１２
月
に
行
わ
れ
た
石
川
県
選
抜
大
会
で
出
場
権

を
勝
ち
得
た
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
の
３
名
と
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の

個
人
１
組
が
出
場
し
ま
し
た
。 

〈大
会
結
果
〉 

●
第
２７
回
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
抜
大
会
石
川
県
予
選
会 

（
12
／
11 

金
沢
学
院
） 

 

男
子 

藤
田 

一
希 

 

６９

Kg
級 

 

第
２
位 

 

女
子 

北
崎 

真
友 

 

５８

Kg
級 

 

第
１
位

（北
信
越
出
場
） 

 
 

 
 

宮
本 

夏
帆 

 

７５

Kg
級 

 

第
１
位

（北
信
越
出
場
） 

 
 

 
 

下
飼 

さ
と
み 

＋
７５

Kg
級 

第
１
位

（北
信
越
出
場
） 

●
石
川
県
高
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会 

（
12
／
20 
小
松
ド
ー
ム
） 

 

女
子 

団
体 

第
３
位 

 
 

 
 

個
人 

中
野 

綾

・
岩
崎 

加
奈 

組 

ベ
ス
ト
８

（北
信
越
出
場
） 

 

○
第
２３
回
北
信
越
高
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会 

（
１
／
15 

 

長
野
県
松
本
市 

や
ま
び
こ
ド
ー
ム
） 

女
子 

個
人 

中
野 

綾

・
岩
崎 

加
奈 

組 

ベ
ス
ト
３２ 

 ○
第
２
５
回
北
信
越
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
抜
大
会 

（
１
／
29 

金
沢
学
院
） 

女
子 

北
崎 

真
友 

 

５８

Kg
級 

 

第
２
位 

 
 

 
 

宮
本 

夏
帆 

 

７５

Kg
級 

 

第
１
位

（全
国
選
抜
基
準
記
録
突
破
） 

 
 

 
 

下
飼 

さ
と
み 

＋
７５

Kg
級 

第
１
位 

 

 

生
徒
会 

樋
爪 

一
成 

 

「遅
刻
０
の
日
」
を
増
や
す
昨
年
度
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
遅
刻
が
多
い
月
や
ク
ラ

ス
は
、
生
徒
が
生
活
面
で
何
ら
か
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
学
校
全
体

で
進
め
る
意
味
で
も
、
時
間
の
厳
守
は
社
会

人
の
基
本
と
し
て
重
要
で
す
。 

 

生
徒
指
導
課
で
は
、
今
年
度
は

「
遅
刻
０

の
日
の
75

日
達
成
」
を
目
標
に
取
り
組
み

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、
12

月
の
第
１

週
に
目
標
の
75

日
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
こ
の
取
り
組
み
が
２
年
目
に
な
り
、

そ
の
趣
旨
が
生
徒
や
教
職
員
に
浸
透
し
た
こ

と
に
加
え
て
、
な
に
よ
り
も
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

前
期
は
９
月
の
夏
休
み
明
け
に
は
苦
戦
し

ま
し
た
が
、

「
遅
刻
０
の
日
」
の
総
計
は

55

日
と
授
業
日
89

日
の
62
％
と
な
り
、
年

間
120

日
達
成
の
勢
い
で
し
た
。
後
期
は
天

候
等
の
影
響
も
あ
り
例
年
遅
刻
が
増
え
る
の 

で
す
が
、
１
月
20

日
ま
で
の
集
計
で
は
25

日
と
授
業
日
64

日
の
39
％
と
低
迷
し
て
い 

ま
す
。
１
～
２
月
は
寒
さ
や
雪
で
通
学
に
は

大
変
な
季
節
で
す
が
、

「
遅
刻
０
の
日
100

日
」
を
目
標
に
、
飯
高
生

５６４

人
と
保
護
者

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

「
遅
刻
０
の
日
」
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
登
校
坂
で
の
自
動
車
に
対
す
る
生

徒
の
挨
拶
は
地
域
の
方
に
も
大
変
好
評
で
す

が
、

「
明
る
く
爽
や
か
な
挨
拶
の
励
行
」
も

生
活
指
導
の
重
要
な
柱
の

一
つ
で
す
。
生
活

委
員
に
よ
る
校
門
で
の
朝
の
挨
拶
運
動
や
部

活
動
で
の
挨
拶
指
導
等
、
学
校
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
指
導
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
特
に
１
、
２

年
生
に
は
、
新
入
生
の
手
本
と
な
り
、
社
会

に
出
て
通
用
す
る
挨
拶
が
出
来
る
よ
う
に
指

導
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

教
科
の
学
習
指
導
の
中
心
は
教
師
で
す
が
、

時
間
を
守
る
こ
と
や
挨
拶
を
す
る
こ
と
等
の

生
活
指
導
は
保
護
者
の
協
力
と
指
導
が
か
か

せ
ま
せ
ん
。
家
庭
内
で 

の
挨
拶
と
、
お
子
さ
ん 

に
遅
刻
を
さ
せ
な
い
保 

護
者
の
指
導
と
サ
ポ
ー 

ト
を
よ
ろ
し
く
お
願
い 

し
ま
す
。 

 

 

生
徒
指
導
課 

糸
矢 

敏
夫 
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本
年
秋
の
式
典
に
向
け
て
、
昨
年
５
～
６
月
に
は

全
同
窓
生
に
趣
意
書
を
発
送
し
、
記
念
事
業
の
案
内

と
教
育
振
興
基
金
寄
付
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
秋

以
降
も
総
務
企
画
、
式
典
、
財
政
の
各
委
員
会
ご
と

に
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

現
在
寄
付
金
の
総
額
が

一
千
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
２９

日

（
水
）
17

時
か
ら
本
校
に
お
い

て
記
念
事
業
実
行
委
員
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 記
念
事
業
の
内
容

（案
） 

・
記
念
誌

「伝
説
と
ロ
マ
ン
の
里

（仮
称
）
」
発
行 

・
「飯
田
高
校
近
十
年
史
」
刊
行 

 

・
１０
月
２１

日

（
日
）
記
念
式
典
、
記
念
講
演 

（講
師 

: 

東
京
大
学
准
教
授 

伊
東 

乾 

氏
）
、 

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー 

 

 
２日（木） 消費者トラブル講演会（３年総） 

小論文模試（２年）、美化コンクール 

総合学科「総合の時間」研究成果発表会 

４日（土） 全統記述模試（1 年）漢字検定（１・２年総） 

進研マーク模試（２年普、～５日） 

５日（日） 全商商業経済検定 

７日（火） 3 年第 5 回考査（～10 日）、二賞審査会 

１０日（金） 大掃除（３年）、卒業準備休業指導 

ＰＴＡ幹事会・ＰＴＡ理事会 

１１日（土） 公務員模試、トップレベル模試（２年） 

１５日（水） 生徒議会 

 

１６日（木） ３年生と語る会（２年総） 

頭髪服装検査 

１８日（土） 学校評議員・学校関係者評価委員会 

１９日（日） 英検２次、全経簿記検定 

危険物取扱試験 

２０日（月） １・２年第５回考査発表 

２４日（金） 第一志望届提出（２年） 

２５日（土） 国公立大学前期試験 

２６日（日） 日商簿記検定 

２７日（月） １・２年第５回考査（～３月５日） 

  

 

校
内
幹
事 

吉
見 

正
志 

 

 

 

１
月
１９

日

（
木
）
に
、
小
西
学
校
医
出
席
の
も
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親

委
員
会
と
共
催
で
学
校
保
健
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
で
は
、
先
月
号
の
巻
頭
で
も
紹
介
の
あ
っ
た
飯
高
生
の

健
康
事
情
に
つ
い
て
、
本
校
の
池
田
養
護
教
諭
が
、
身
体
計
測
の
推
移

や
基
本
的
生
活
習
慣
調
査
な
ど
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
さ
ら
に
詳
し
い
説

明
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
れ
に
続
く
質
疑
応
答
で
は
、
通
学
時
の
コ
ー
ト
や
セ
ー
タ
ー
の
着

用
に
つ
い
て
の
悩
み
や
戸
惑
い
、
コ
ン
タ
ク
ト
の
使
用
上
の
注
意
点
や

危
険
性
、
さ
ら
に
は
各
家
庭
の
朝
食
摂
取
率
や
弁
当
持
参
率
の
高
さ
に

つ
い
て
の
驚
き
な
ど
、
日
頃
の
思
い
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
出
し
合
い
な

が
ら
、
有
意
義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
学
校
医
の
小
西
先
生
か
ら
、
学
校
の
中
に
菌
を
持
ち
込
ま

な
い
と
い
う
点
か
ら
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
３
年
生
だ

け
で
な
く
１

・
２
年
生
に
も
受
け
て
ほ
し
い
と
の
お
話
が
あ
り
、
学
校

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
と
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

《参
加
者
の
声
》 

・
生
活
習
慣

・
・
・
言
う
の
は
簡
単
な
の
で
す
が
、
毎
日
な
か
な
か
子

ど
も
た
ち
と
話
す
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
学
校
保
健
委
員
会
に
参
加

し
お
話
を
聞
き
、
ま
ず
は
、
私
た
ち
大
人
か
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
子
ど
も
と

一
緒
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。 

・
学
校
保
健
委
員
会
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
管
理
状
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
母
親
と
し
て
気
を
付
け
て
あ

げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
て
も
ら
え
る
良
い

機
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

保
健
厚
生
課 

冨
田 

英
子 


